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平成１７年１月２８日（金）　山形大学医学部第４講義室
一般演題　座長 ：加藤宏司 （山形大学医学部器官機能統御学神経機
能統御学分野）
１．難治性心室不整脈に対するⅢ群抗不整脈薬の治療戦略
　－急性期のニフェカラントから慢性期のアミオダロンへ－
橘英忠，奥山英伸，宍戸哲郎，角田裕一，宮下武彦，廣野摂，
野崎直樹，福井昭男，竹石恭知，久保田功（山形大学医学部
器官病態統御学循環・呼吸・腎臓内科学分野）
　一般的にⅠ群抗不整脈薬が無効例や心機能低下例にはアミオダロ
ンが選択肢になりうるが、日本では経口薬しかないことと、Ⅲ群薬
としての作用発現までは時間かかることなどから、急性期には投与
しにくい。現在血管内投与を行えるⅢ群抗不整脈薬として、ニフェ
カラントが臨床で使用可能となっている。今回我々は難治性不整脈
に対し急性期にニフェカラント、慢性期にアミオダロンを用いて治
療を行った症例を経験した。急性期にはいずれもⅠ群抗不整脈薬が
無効であり、ニフェカラントを投与した５例すべてで著効した。５
症例のうち３症例に対しては慢性期にアミオダロンを用いることに
より、不整脈を良好にコントロールできたが、症例によっては ICD
の併用を必要とした。アミオダロンはカリウムチャンネルブロッ
カーとしての抗不整脈作用が発現するまで１-２週間を要するた
め、Ⅲ群静注薬との併用が必要な場合があると考えられた。
２．揺動床面上におけるラット４足起立と前庭脊髄路ニューロンの
　発火活動
藤原清悦，佐々木夢太郎，乗原祐司，山口峻司（山形大学大
学院理工学研究科生体センシング機能工学専攻）
　外側前庭脊髄路（Lateral Vestibulo-Spinal Tract : LVST）ニュー
ロンは、外側前庭核に起始し、四肢伸筋運動ニューロンに投射して
おり、起立姿勢制御に重要な役割を果たしていると考えられてい
る。しかし、多くの実験は、頭部を固定し、除脳した動物から得ら
れた結果であり、無拘束状態での外側前庭脊髄路と姿勢制御に関す
る報告は無い。我々は、ピッチ揺動する床面上で無拘束ラットが４
足起立を維持している時の動作、及び LVST ニューロンの活動の記
録を試みた。ピッチ揺動中には、体幹が支持面に対して平行に維持
された。また、記録された LVST ニューロンには、発火頻度が
up-hillで最大になるものと、down-hill で最大になるものが存在し
た。これら２つのLVSTニューロン群の働きによって体幹が支持面
と平衡になるように姿勢が制御されると考えられる。
一般演題　座長 ：八巻通安 （山形大学医学部附属病院医療情報部）
３．手根伸筋群に対する神経筋電気刺激による手関節橈尺屈の動作
　制御
藤井浩美*,**，佐藤寿晃*,**，鈴木克彦*,***，
小川恵一****,*****，仲野春樹*,******，
寒河江正明*,******，内藤輝*（*山形大学医学部情報構造統
御学形態構造医学分野，**山形県立保健医療大学作業療法学
科，***山形県立保健医療大学理学療法学科，****山形大学医
学部看護学科基礎看護学，*****山形医療技術専門学校理学
療法学科，******山形大学医学部代謝再生統御学運動機能再
建・回復学分野）
　近年、機能的電気刺激（FES）を用いた麻痺肢の動作再建が報告
されるようになった。本研究では、FESへの応用を目的に、健常者
に対し、手根伸筋群（長・短橈側手根伸筋：ECRL・ECRB，尺側
手根伸筋：ECU）に対する神経筋電気刺激（ENS）による手関節橈
尺屈運動の制御を試みた。対象は、健常者３名とした。刺激前、被
験者は前腕を回内位にして台の上に乗せた。はじめに上記３筋に対
するENSを行ったところ、ECRLでは背屈と橈屈、ECRBでは背屈、
ECUでは尺屈が誘発されることが示された。次に、ECRLとECUに
対する組み合わせENSを行ったところ、刺激強度を調節すること
で、一定の背屈（最大背屈位および掌背屈０°）を保ったままでの橈
尺屈が誘発できることが示された。以上の結果は、手根伸筋群への
FESによる橈尺屈の動作再建の可能性を示すものである。
４．上肢運動シミュレータの開発
大山智史*，竹平章*，大沼隼人**，藤原純司**，木村洋介***，
秋山孝夫**，水戸部和久**，内藤輝****，小林真司*****，
藤井浩美***,******，佐藤 寿晃****,******（*山形大学大学
院理工学研究科生体センシング機能工学専攻，**山形大学工
学部機械システム工学科システム設計工学講座，***ケイヒ
ン，****山形大学医学部情報構造統御学形態構造医学分野，
*****山形大学医学部附属病院リハビリテーション部，
******山形県立保健医療大学作業療法学科）
　現在、上肢の筋の間で数多くの神経結合が報告されている。これ
らの神経結合は脊髄レベルでの反射のため、遅れ時間の短縮や応答
特性の向上、脳における制御方式の単純化など多くの利点があると
考えられる。また、ヒトの神経結合には動物前肢筋とは異なるもの
が数多く見られ、上肢特有の自由度の高い動作が行えるよう機能す
るものと推定されている。本研究は、反射による神経結合を実装し
た上肢運動シミュレータの開発を最終的な目標としている。しかし
上肢には数多くの筋が存在し、それらの間の神経結合もすべてが発
見されているわけではないため、すべてを再現するのは現時点では
不可能である。そこで前段階としてシミュレータの運動を回内・回
外、肘の屈曲に限定し、それらに関係する筋のみを実装したシミュ
レータの開発を目指している。今年度は回内・回外、肘の屈曲に関
係する上肢筋の再現を目的とした上肢運動シミュレータの評価・検
討を行った。
特別講演　座長 ：内藤輝 （山形大学医学部情報構造統御学形態構造
医学分野）
「大脳皮質運動野における局在の解釈問題：いわゆる “筋再現説” と
 “運動再現説” の実験的根拠」
田中勵作（東北文化学園大学医療福祉学部リハビリテーショ
第21回山形電気生理研究会抄録
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ン学科）
　大脳皮質運動野の機能局在を示すものとして２０世紀半ばに提示さ
れたペンフィールドの「こびと像」が有名である。しかし現実には
この図の解釈のみが一人歩きし、この基となった本来の実験結果に
目を向ける研究者は僅少である。流布している解釈を要約すると、
①運動野は身体各部の筋を単独に駆動できる、②それらの部位は一
定の順序で配列されている、そして、③各部位の領域は微細で複雑
な運動に関わる筋ほど広い領域を締める。いわば筋再現説の極致で
ある。他方、実際の運動野内の仕組みはそんな単純なものではな
く、運動のパターンとして割り振られている、とする考え方（運動
再現説）が当初から少数意見として存在し続けた。この発表では、
両者の推論の根拠となった過去の実験結果を整理・総括し、さら
に、演者も関係した近年の神経組織学・生理学の研究成果が、後者
の考え方が妥当であることを示す具体的な証拠をもたらしたことを
解説する。
